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Grotpeter， 1995; Werner & Crick， 2004)，②関
係性攻撃は11]r習による受容とは負，仲間による
拒否とは正の関連がある (Crick& Grotpeter， 
1995) ，③関係性攻撃は，普通児よりも拒否児
と敵味方児の方が多く行う (Crick& Grotpeter， 
1995; Tomada & Schneider， 1997) ，④関係性攻
撃はf中間からの孤立感，抑うつ・不安等の内在
化問題と正の関連がある (Crick& Grotpeter， 
1995; Kawabata， Crick， & Hamaguchi， 2010)，⑤ 
小学3年生の時点で関係性攻撃を多く行う子ど
もは， 1年後.ひきこもりや非行傾向が強く
なる (Crick，Ostrov， & Werner， 2006)，⑥関係
性攻撃は社会的情報処理によって規定される




































ば， Ryan & Shim (2008)は，仲間内での人気の
獲得に価値を童き，人気を得ることを目標とす
る傾向の強い青年ほど 関係性攻撃を行いやす
いことを見出している。一方， Puckett， Aikins， 














































































渡部?賓口 (2014) の尺度である (Multi-
dimensional Relational Aggression Scales for 







らない (1)j， 1あまりあてはまらない(2 ) j，
「どちらとも言えない (3)J.1少しあてはまる




















Crick & Grotpeter (1995) の‘Children's















そうでない (1)J. iたまにそう (2)J. 1とき












































MRAS-JST 合計 .96 .98 
関係拒否 .95 .96 
噂の流布 .97 .9 
CBCL-TRF 
不安抑うつ .80 .86 
非行的行動 .91 .89 
CSBST 
関係性攻撃 .98 .96 
顕在性攻撃 .94 .95 




























MRAS-]ST/CSBST 関係性攻撃 顕在性攻撃向社会的行動 関係性攻撃 顕在性攻撃 向社会的行動
関係拒否 .36キキ* .35キ** 一.46*本字 .75水** .43 * * * .04 n.s. 
|噂流;:{fi .39キ*本 .42**本 一.39** * .73場** .45*キキ .03 n.s . 




尺!支名 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 (df= 84) 
MRAS-]ST (関係拒否) 9.13 3.95 17.41 7.67 8.71 * *本
MRAS-]ST (1噂の流布) 4.11 1.86 8.08 4.28 7.83本水本
CBCL-TRF (抑うつ不安) 7.93 1.61 10.79 3.34 7.69**本
CBCL-TRF (非行的行動) 9.71 2.00 14.20 4.84 8.43 * 本
CSBST (向社会的行動) 19.08 6.14 9.32 4.20 13.06*卒事
CSBST (関係性攻撃) 6.29 3.21 10.05 5.76 5.72* *本






















R .43*** .62本*本 .28字本
F(2，82) = 9.14 F(2，82) = 25.34 F(l，83) = 7.01 








.79* * * 
F(2，82)82 = 69.70 
.62 
関係拒否と噂の流布は MRAS-]STの下位尺度。向社会的行動，顕在性攻撃は CSBSTの下位尺度o


































尺度との相関は人気児で .33~.38. 拒否児で .33


































あっても，先行研究と一致しており (Coieet al.， 





















& Grotpeter， 1995; Crick et al.， 2006; Kawabata 
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